
令和 7 年度 北見カトリック学園 幼稚園学校評価（関係者） 

 

１． 教育目標 

＊ 愛する子ども…わたしたちは誰もがみな神さまにつくられ、愛されていることを感じ、いつも見守ってい

て下さる神様を信じ、祈り、どんな人をも分け隔てなく愛することができる子どもを育てる 

＊ 正しい子ども…間違っていることを正せる、強い心と身体、そして行動力を持つ子どもを育てる 

＊ 考える子ども…様々な経験を通し、興味関心を持ち、思慮深く考え、自分で学習することのできる、個性・

創造性豊かな子どもを育てる 

 

２． 教育目標達成に向けての重点 

＊ 日常生活を通し、身近な自然や環境の中で、神様の恵みに気づき、祈ることのできる環境を整える 

＊ 子どもたち 1 人ひとりが、主体的に取り組み、創造的・意欲的に伸び伸びと活動できる保育環境を整える 

＊ 異年齢クラス編成の中で、互いに認め合い、尊敬し、労り、協調し合う意識を、自然に養っていける環境を

整える 

＊ ありがとう・ごめんね・いいよの思いを、自然に伝えることのできる環境を整える 

 

３． 評価項目の達成状況 

※結果の表示方法 １ 取り組まれていない    2  あまり達成されていない  

３ やや達成されている   ４ 十分達成されている 

 

評価 

分類 
項   目 結  果 理    由 

 ・園の教育理念、保育教育方針の理解 

・指導計画の作成 

・環境の構成（教具、展示、場、空間） 

４．０ 

４．０ 

４．０ 

 

経営計画を年度当初に作り、読み合わせをする。 

月案・週案・日案の作成をする。コドモンへ移行。 

日々の清掃の時、棚の整理整頓、学期ごとに教材の

見直しを実施。 

 

 

・健康と安全の配慮 

・遊びの援助 

・年齢や発達への配慮 

 

・保育者同士の協力、連携 

４．０ 

3．８ 

４．０ 

 

３．８ 

季節に関係なくペーパータオルを使用。 

サッカー協会に講師の月 2 回程度の指導を依頼。 

3・4・5 歳が混在する中で年齢や発達段階に応じ対

応している。 

クラスに補助職員、前日に翌日の打ち合わせ。保育

園組職員は会議録で確認。毎木曜は幼保で確認。 
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・専門家としての能力、良識、義務 

・良識とマナー 

 

・組織の一員としての在り方 

３．８ 

４．０ 

 

４．０ 

 

研修会に参加するなどして専門知識を広げる。 

子どもの人格を尊重し、名前を呼び捨てにしないな

ど配慮している。 

園分掌で役割を担い、連携を深め仕事に当たる。 

カトリック幼稚園に勤める者としての自覚。 
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保
護
者
へ
の
対
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・情報の発信と受信 

・協力と支援 

 

・守秘の遵守 

・対応上のマナーと良識 

・クレームへの対処の仕方 

３．８ 

３．８ 

３．８ 

３．８ 

３．８ 

３．８ 

月 1 回の園だより、お知らせ、ブログなど。 

父母会活動。秋の遠足や廃材あそび、クリスマス祈

りの会など保育内容によって協力を依頼。 

個人情報を話さない。実習生にも周知。 

職員室以外で電話をしないなど。 

窓口を一本化し園長が聞く場合が多い。 

地
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・地域の自然、人々とのかかわり 

 

・小学校との連携 

 

・地域への開放と支援 

４．０ 

 

３．６ 

 

４．０ 

遠軽高校ボランティア部との預かり交流。サンタの

依頼。小中高の職場体験受け入れ。 

就学時の学校への引き継ぎ。南小教頭先生主催の幼

保小交流会。 

毎週木曜日開催の未就園児教室。 

研
修
と
研
究 

・研修、研究への意欲 

 

・保育教諭としての専門性に関する研

究、研修 

・遊具、教材に関する研修、研究 

３．４ 

 

３．４ 

 

３．４ 

北カ幼・学園研修は義務。他に障害児支援、AED 講

習、運動・表現遊び講習。 

実践研修・モンテッソーリ研修(札幌)。モンテッソー

リ教育の充実(園内研修)年度当初充実。 

学期ごとに学習会(初任者には別に)。 

 ・施設、設備、園児に対する安全管理 

・衛生に対する安全管理 

３．８ 

４．０ 

定期的に安全点検。 

薬用ハンドソープの使用・ペーパータオルの使用。 

 

・保育教育の計画性 

・職員体制の充実 

・未就園児支援 

・教育相談機能 

・預かり保育 

４．０ 

４．０ 

４．０ 

４．０ 

４．０ 

カリキュラムを作成、学期ごとに反省。 

幼保園になり増員されている。 

つぼみクラブ。 

年度当初にお知らせを出し園長が対応。  

通年を通し実施。平日利用は平均 25 名程度。30 名

を超える日も有。利用数は年々増加、土曜利用は減。 

 

４． 当年度の総評 

結  果 理      由 

３．９ 

・子供の成長を焦らず見守りつつ、導いて下さる職員の皆様の配慮と努力によって、「安心して預け

ることができる」という信頼があります。職員の皆様同志の協力や尊重が、子どもの保育環境を充

実させていることを、日々感じ感謝です。 

・幼稚園の中のことはよくわかりませんが、達成されていると思います。たまに先生から、子どもの

様子を聞かせていただき、普段見られない姿がわかり嬉しく思います。お忙しいとは思いますが、

また様子を教えていただけると嬉しいです。 

・一人ひとりの子ども達を大切にされていることが伝わってきます。純粋で柔らかい心の幼児たちに 

 優しさと神さまを大切にし、祈る気持ちを育んでくださっていることは、世界の平和にもつながる

と思います。 

・園での子ども達の様子をお聞きし、園児一人ひとりの発達に応じて丁寧な関りをされていると感じ

ました。また、常日頃から保護者の声に耳を傾け、情報共有もされており、概ね良好な関係性が構

築されていると思います。普段の園生活や、多くの行事においても都度フィードバックが実施され 

 課題解決に積極的に取り組まれており、一定の成果も見られました。 
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